
VOL. 25 NO. 5 CHEMOTHERAPY 1329

尿路感染症 に対す るT-1220 の使用経験

岡田敬司・大越正秋

東海大学医学部泌尿器科学教室

半 合成ペ ニシ リン系抗生物質 であ って,ア ミノベ ンジ

ル ペニシ リン誘導体 であるT-1220 の構 造式はFig.1

に示 す ものである。

抗菌活性 は,グ ラム陽性菌群 に対 して は,ABPCに

比較 し若干劣 るが,CBPC, SBPCと ほぼ同程度の抗菌

力 を示 し,グ ラム陰性菌 に対 しては数 倍強い抗菌力を示

し,特 に緑膿菌 に対 してはCBPC, SBPCに 比較 して極

めて強 い抗菌 力を示 す とい う1)。

本剤 を使用す る機 会があったので,そ の成績をのべ る。

1. 対象 および方法

昭 和51年3月 か ら8月 の間に当科外来 をお とず れ た

Fig. 1 Chemical structure of T-1220

Table 1 Clinical results of T-1220 (one shot i. v.)
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急性単純性膀胱炎25例,尿 道炎(淋 疾)2例,慢 性膀胱

炎1例 にT-1220 4g 1日1回, 1日 のみ投与のone shot

静注療法を行 ない,そ の効果を検討 した。また入院患者

の うち腎盂 腎炎4例 に対 して も本剤 の2g静 注を1日2

回3日 ～10日 間行 ない効果を検討 した。

効果判定基準 はUTI研 究会の それ に準拠 した。 また

本剤以外 の化 学療法剤 は使用 していない。症例 はTable

1,2に 示す ご とく,全 部で32例 ある。 起炎菌が検 出で

きなか った,あ るいは菌数が103/ml以 下の急性膀胱炎

5例 は,い ずれ も自覚症状,尿 中 白血球 の消失を認め た

が,UTI研 究会の基準 によ り,有 効率の検討 に 際 して

は除外 した。

II. 臨 床 成 績

急性膀胱炎で は著効11例,有 効6例,無 効3例,尿

道 炎(淋 疾)で は著効2例,慢 性膀 胱炎 では無効1例,

腎盂腎炎で は有効4例 で あった。

one shot療 法を行 なった23例 では著効13例,有 効6

例,無 効4例 であ り,3～10日 の1日292回 静注療法

を行 なった4例 は全例有効 と判定 しえた。

従 って有効 率はone shot療 法で は82.6%と な り,

全体 では85.2%と なる。

検 出菌 はE. coli 15例,Staphylo. epid. 4例,Neisseria

gonorrhoeae 2例,Klebsiella pnenmoniae 3例,Proteus mi-

rabilis 2例, Staphylo. aureus 2例,Enterococczes 1例 で

ある。混 合感 染はTable 2の ごとく腎盂腎炎 の2例 に

認 め られてい る。無効例 は急性 膀胱炎3例 と慢性 膀胱炎

1例 に認 め られた。 その起炎菌 はE. coli, Klebsiella pn.,

Staphylo. epid., Staphylo. aureus 各1例 であった。 この4

菌種 中Klebsiella pn. を除 く菌種 では,ほ とん どの抗 生物

質 にデ ィス クでは感受性が あ るに もかかわ らず無効 であ

った。また慢性膀胱炎例 で検 出 されたKlebsiella pn.は ア

ミノ配糖体 系抗生物質 を除 いては耐性を示 した。

副作用は32例 中 じんましん3例(う ち1例 は下痢 を

伴 った),ア ル コール様異臭3例,吐 気1例 が認 め られ

たが重篤な ものではなか った。また血液検査(RBC,Hb,

Ht, WBC),お よび肝 機能(GOT, GPT, ALP),腎 機 能

(BUN, S-Cr) 検査を行 なった腎盂腎炎例 では,投 与前

後 に薬剤 の影 響 と思われ る変化 をみなか った。

III. 考 按

急性単純性 膀胱炎の化学療法 は一般 に経 口的投与 が行

なわれてい るが,BRUMFITT ら2)や 角 田ら3)は抗生剤 の

one shot 筋注療 法を行 な って充分 な効果 をあげている。

抗生剤 がone shot静 注 された場合血 中,尿 中濃度 は

ほぼ2～4時 間でかな り低値 まで落 ち込 む ことが考 えら

れ るが,一 過性 ではあ る ものの起炎 菌のMICに 比 して

かな りの高濃度 にまで到達す る ことが予測 され る。また

西村 ら4)は 膀 胱壁 へ再吸収 され た尿 中薬剤 が組織内細 菌

に対 して も強 い抗 菌作用を有す るこ とによって薬 剤の臨

床効果 を一 層高め ると考 えて いる。従 って排尿機構 が正

常で あれ ば充分な効果が期待 で きる と考 えられ る。

結 語

急性 単純性 膀胱炎,尿 道炎(淋 疾)に 対 してT-1220

を49, one shot静 注 し,充 分 な効果を認 めた。

また腎盂 腎炎 に対 して は2g静 注1日2回 を3～10日

間行 ない,同 様 に効果 を認 めた。

重篤 な副作用は認め なかった。
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Table 2 Clinical results of T-1220 (2 times i. v. a day
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CLINICAL EXPERIENCE WITH A NEW ANTIBIOTIC T-1220 

IN THE FIELD OF URINARY TRACT INFECTION 

KEISHI OKADA and MASAAKI OHKOSHI 
Department of Urology, Tokai University Hospital 

T-1220, a new derivative of aminobenzylpenicillin, was applied clinically in 32 cases 
of urinary tract infections mainly with one shot intravenous injection of 4 g. 

The result obtained was 85.2% effective rate and no remarkable side effect was 
observed.


